
オランダ研修レポート 
ロ ッ テ ル ダ ム － オ ラ ン ダ ら し く な い 街 、 レ ム ・ ク ー ル ハ ー ス の 建 築 を 巡 っ て ―                      

新名 秀樹 
日本語ガイドさんによると、ロッテルダムはオランダらしく

ない街だそうである。概ねオランダの都市の中心部は古い歴

史的な街並みが残っているが、ロッテルダムは古い町並みが

なく、近代的なビルが建ち並ぶ都市らしい。港湾地区再開発

事業では、設計コンペが民間、公共問わず多く行われ、実験

的な建物が建ち並ぶ街になっている。 

 

ザ・ロッテルダム 設計レム・コールハース 

ロッテルダムに事務所を構えるレム・コールハース設計のオフィス、ホテル、集合住宅、商業施設など

の複合施設。ロッテルダムで最大の建物だそうである。3 棟の超高層ビルを中央部でずらして連結する構

成となっている。高層ビルの垂直移動に加えて、水平移動の導線がある為、多様な機能に対応可能と思

われる。時間がなく内部の見学はできなかったが、その外観の示す実験的な精神は、名称同様にロッテ

ルダムを象徴する建物になるのではないかと思います。 



クンストハル美術館 設計レム・コールハース 

ロッテルダム中心部のミュージアム公園内にあ

る美術館。緑豊かな公園内を歩いて行くと美術

館が見えて来ます。エントランスはいきなりス

ロープです。ポップなサイン兼用の手摺が目を

引きます。スロープを登りきると公園側と反対

の 1 層高い道路側のエントランスに出ます。道

路側が建物の正面としてデザインされています。

外部は石張、黒いボード、塗装鉄骨、ガラスな

どさまざまな仕上げがあります。石と黒いボー

ドの納まりなど、あえて無造作に処理している

様に見えます。 

 
内部レストランは、斜めスラブの天井、斜めの

コンクリート柱、手書きのラフな曲線の照明が

印象的です。 
展示室へのエントランス通路は落ち着いた印象

です。 



展示室では、建築、都市計画に関する展覧会が行われていました。質高く、量も多い展示です。ゆっく

り見たい所ですが、時間も少ないので建築見学に専念します。2 階は天井の自然採光が印象的です。 
 



凹凸のある市街地模型に上部より航空写真を投影しています。移動のポイントを赤点で表示し、その時

見える風景を正面のモニターに映しています。実際の風景ともＣＧによりる仮想都市とも区別がつかな

い様な映像になっています。ゲームの映像の様でもあり、展示方法として面白いです。 
 
通路、レストラン、劇場ホールがスロープ状の床スラブのよって上下に配置され、立体的な空間構成が

なされています。結果導線は複雑になり、迷路の様な空間に感じられます。  

音楽に例えるなら、パンクロックの様な安っぽさと過激さ、そして大きな魅力がある建物に感じられま

した。 


